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化学物質安全性(ハザード)評価シート 
 

整理番号 2000－47 官報公示 
整理番号 

2－76(化審法) 
1－287(化学物質管理促進法)

CAS 番号 75－26－3 

 
 
 

名  称 

 
 
 

2-ブロモプロパン 

 
別名：臭化イソプロピル 

 
 
 
構 造 式

 
 
 

CH

Br

CH3H3C  

分 子 式 C3H7Br 分 子 量 122.99 
市場で流通している商品(代表例)1) 
純 度      ：98％以上 
不純物      ：不明 
添加剤または安定剤：無添加 

1. 物理・化学的性状データ 
 外 観：無色液体2) 

 融 点：-89℃2) 
 沸 点：59℃3) 

 引 火 点：19℃3) 

 発 火 点：文献なし 

 爆 発 限 界：文献なし 
 比   重： 20

4d 1.3103) 

 蒸 気 密 度：4.24(空気 = 1) 
 蒸 気 圧：28.7 kPa(216 mmHg)(25℃)4) 

 分 配 係 数：log Pow；2.14(実測値)、2.13(計算値)5) 
 加水分解性：加水分解を受けやすい化学結合なし2) 
 解 離 定 数：文献なし 
 スペクトル：主要マススペクトルフラグメント 

m/z 43(基準ピーク, 1.0)、27(0.47)、41(0.43)6) 

 吸 脱 着 性：土壌吸着係数 Koc；354) 
 粒 度 分 布：文献なし 

溶 解 性：2-ブロモプロパン/水；3.18 g/L(20℃)7) 
エーテル、クロロホルム、ベンゼン、エタノールなどの有機溶媒に混和2, 3) 

 換 算 係 数：1 ppm = 5.11 mg/m3 
  (気体, 20℃) 1 mg/m3 = 0.196 ppm 
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2. 発生源・暴露レベル 

製造量等：平成 10 年度 110 t (製造 110 t 輸入 0 t)8) 

放出・暴露量：文献なし 

用  途：医薬品原料、農薬原料、感光性樹脂原料1) 

 

 

3. 環境運命 

1) 分解性 

好気的 

良分解9)(化審法) 
試験期間 被験物質 活性汚泥

4 週間 100 mg/L  30 mg/L 
BOD から算出した分解度 

73～89％ 
嫌気的 

報告なし。 

非生物的 

OH ラジカルとの反応性 

対流圏大気中では、速度定数 = 6.7×10-13 cm3/分子・sec(25℃)で4)、OH ラジカル濃

度を 5×105～1×106分子/cm3とした時の半減期は 12～24 日と計算される。 

 

2) 濃縮性 

報告なし。 

 

3) 環境分布・モニタリングデータ10) 
検 出 例 と 検 出 範 囲 

水質 ppb 底質 ppb 魚類 ppm その他 ng/m3 
実

施

年

度 
(平) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 

(検出限界) 

9 
0/ 36 
－ 

(0.01) 

0 /36 
－ 

(28) 
調査データなし 

大気   0/57 
－ 

(200) 

10 調査データなし 調査データなし 調査データなし 
大気   0/39 

－ 
(170) 

           B/A は検出数／検体数を表す。 
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4. 生態毒性データ 

報告なし。 

 

 

5. ほ乳動物毒性データ 

1) 急性毒性11, 12, 13, 14) 

 マウス ラット 

経口 LD50 － － 

吸入 LC50 31,171 ppm(4h) 7,159 ppm 
経皮 LD50 － － 

腹腔内 LD50 4,837 mg/kg － 
 

2) 刺激性・腐食性 

報告なし。 

 

3) 感作性 

報告なし。 

 

4) 反復投与毒性 

(1) 吸入暴露 

雄ラットを 300、1,000、3,000 ppm に 8 時間/日×9 週間暴露した実験で、300 ppm 以上

で体重の増加抑制、3,000 ppm で体重の減少がみられ、3,000 ppm では 9-10 回暴露で瀕死

状態となり、暴露を中止した。300 ppm 以上で体重当たりの精巣重量、精子数、活動精子

率の減少又は 1,000 ppm 以上では活動精子なし、赤血球数、白血球数、血小板数の減少、

骨髄の巨核球減少、脂肪細胞増加が報告されている15, 16, 17, 18)。 

雌ラットを 100、300、1,000 ppm に 8 時間/日×9 週間暴露した実験で、300 ppm 以上で

発情休止期の延長、1,000 ppm で持続発情がみられ、さらに、100 ppm 以上で卵胞数の減

少、300 ppm 以上で正常卵胞数の減少、閉鎖卵胞及び卵胞嚢胞の増加、黄体数の減少が報

告されている。卵巣以外の臓器への影響は認められない19, 20)。 

ラットを 100、1,000 ppm に 8 時間/日×12 週間暴露した実験で、1,000 ppm で末梢神経

伝達速度の低下、遠位潜時の遅延、末梢神経の形態学的変化が報告されている21)。 

(2) 腹腔内投与 

雄ラットに 125、250、500 mg/kg/day を 28 日間投与した実験で、250 mg/kg/day 以上で

体重減少、精巣の重量減少が報告されている22)。 

雌ラットに 300、600、900 mg/kg/day を 14 日間投与した実験で、300 mg/kg/day 以上で

体重減少、900 mg/kg/day で性周期の遅延、卵巣の重量減少が報告されている23)。 
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(3) 皮下投与 

雄ラットに 1,355 mg/kg/day を 5 回/週×2 週間投与した実験で、精巣の精祖細胞が標的

器官である可能性が報告されている24, 25, 26)。 

 

5) 変異原性・遺伝毒性 

試験方法 試験条件 結果* 

復帰変異試験 ネズミチフス菌 
TA100、S9(+)；5,000 µg/plate 
TA1535、S9(+/-)；625-5,000 µg/plate27) 

(TA98、TA1537、大腸菌 WP2uvrA S9(+/-)、TA100 

S9(-)は陰性) 

＋ in vitro 

染色体異常試験 CHL 細胞、0.077-2.46 mg/mL、S9(+/-)27) － 

in vivo 小核試験 SD ラット、125-500 mg/kg/day、1 回/日×6
日/週×28 日間、腹腔内投与、骨髄細胞27) 

－ 

*－：陰性 ＋：陽性 

 

6) 発がん性 

報告なし。 

 

7) 生殖・発生毒性 

マウスに 900、1,800、2,700、3,600 mg/kg を受精卵の発育ステージが第 2 減数分裂再開

から第 2 極体を放出する時期に腹腔内投与し妊娠 3 日目に開腹した実験で、着床前胎児の

発育抑制と染色体の微細な構造異常誘発が報告されている28)。 

マウスに 600、1,800、3,600 mg/kg を妊娠 10 日に腹腔内投与し妊娠末期に開腹した実験

で、1,800 mg/kg 以上で吸収胚の増加、3,600 mg/kg で奇形胎児率の増加が報告されている29)。 

 

 

6. ヒトへの影響 

1) 急性影響 

報告なし。 

 

2) 慢性影響 

韓国の電子部品工場で本物質をフロン 113 の代替溶剤として 17 か月使用した女性労働

者 16 名に月経停止、男性労働者 6 名に精子数減少ないし無精子症、7 名に貧血が認められ

たと報告されている。職場環境を再現し、環境濃度を測定した結果、本物質の環境中濃度

は 12.4±3.1 ppm(9.2-19.6 ppm)であり、本物質の入った浸漬槽上 1 m で 106、4,101、4,360 

ppm が検出されたと報告されている30, 31)。2 年後に女性労働者 6 名を追跡調査し、卵巣を

生検した結果、4 名で卵巣皮質の巣状又はび漫性の線維化がみられ、各種発達段階の卵胞
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は認められず、原始卵胞は不規則な萎縮を示し、その中には卵細胞と顆粒細胞は認められ

なかったと報告されている32)。 

本物質製造工場で比較的低濃度で暴露された女性労働者 11 名での拡散型個人サンプ

ラーで測定した暴露濃度は 7.2±3.7 ppm(2.9-16.2 ppm)であり、この中で生理順調な作業者

5 名の暴露量は 6.5±1.7 ppm(4.1-8.6 ppm)であり、暴露量が多いほど貧血傾向を示した。男

性労働者では 11 名中 4 名で 2.2±1.7 ppm(0.8-5.8 ppm)の暴露量が測定され、1 人の技術員

で精子数の減少(10.8×106/mL、正常範囲 >24×106/mL)、活動精子率の低下(7.4％、正常

範囲>50％)が報告されている。この技術員は、調査当時本物質の取扱い作業に従事してい

なかったが、以前本物質製造工場立ち上げの技術責任者として、かなりの暴露を受けてい

たと推定されている33, 34)。 

 

3) 発がん性35, 36, 37) 

機 関 分 類 基 準 

EPA  － 2000 年現在発がん性について評価されていない。 

EU  － 2000 年現在発がん性について評価されていない。 

NTP   2000 年現在発がん性について評価されていない。 

IARC  － 2000 年現在発がん性について評価されていない。 

ACGIH  － 2000 年現在発がん性について評価されていない。 

日本産業衛生学会 － 2000 年現在発がん性について評価されていない。 
ヒトでの発がん性に関する報告はない。 

 

4) 許容濃度36, 37) 

機関名 許容濃度 経皮吸収性 

ACGIH(2000 年) 記載なし － 

日本産業衛生学会(2000 年) 1 ppm(5 mg/m3) あり 
 

 

7. 生体内運命 

ヘアレスマウスの腹部皮膚に本物質を塗布した実験で、皮膚吸収速度は 7.73 mg/h/cm2

であり、この結果をヒトと同じと仮定して皮膚吸収を評価した場合、両手(800 cm2)を 1 分

間浸漬した場合の皮膚吸収量は 103 mg となり、1 ppm の本物質に 8 時間暴露された場合の

吸収量 24.1 mg の 428％に相当する。このような作業環境は十分考えられることから、経

皮吸収に対する注意が必要とされている38, 39)。 

ラットに本物質及び 1-ブロモプロパンを皮下注射し尿中代謝物を分析した実験で、1-ブ
ロモプロパン投与でみられる n-プロピルメルカプツール酸、2-ハイドロキシプロピルメル

カプツール酸、n-プロピルメルカプツール酸スルホキシドが、本物質投与で痕跡量しかみ

られないということから、SH 基のアルキル化が本物質では 1-ブロモプロパンより遅く進

行するか、加水分解又は SH 基以外のアルキル化が生じる可能性があると報告されている
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40)。 

本物質を低濃度(幾何平均濃度 3 mg/m3)に暴露された男子労働者の尿分析結果から、本

物質の職業暴露の生物学的モニタリング指標として、尿中アセトンと臭素イオンが有望で

あるとの報告がある41)。 
 
 

8. 分 類(OECD 分類基準)  
 

区 分 分 類*42) 

急性毒性 分類基準外(吸入のデータによる) 

水圏生態毒性 データがないため分類できない 
* 本調査範囲内のデータを適用した場合の分類であり、最終的なものではない。 
急性毒性分類：OECD の急性毒性分類カテゴリーに基づき、より強い毒性を示す経路での値 

を用いて分類 
水圏生態毒性分類：OECD の急性毒性分類カテゴリーに基づき、最も強い毒性を示す水圏環 

境生物種での値を用いて分類 

 
 

9. 総合評価 
1) 危険有害性の要約 

本物質は揮発性及び皮膚吸収性が高いことから、吸入暴露、経皮暴露とも注意が必要で

ある。ヒトでの急性影響の報告はないが、慢性影響として月経停止、卵巣皮質の巣状又は

び漫性の線維化、原始卵胞の不規則な萎縮、精子数減少または無精子症、活動精子率の低

下、貧血が報告されている。実験動物においても、反復投与で卵巣、精巣に障害がみられ、

さらに、骨髄、末梢神経障害が報告されている。in vitro 試験で陽性の報告がある。発がん

性に関する報告はない。生殖・発生毒性において、胎児毒性、催奇形性が報告されている。 
本物質は環境中に放出された場合、水圏では生分解されやすい。大気中では OH ラジカ

ルの反応が関与しており、半減期は 1 か月以内と計算される。環境省のモニタリングでは

検出されたことがない。水圏環境生物に対する急性毒性についてはデータがない。 
 

2) 指摘事項 
(1) 吸入暴露、経皮暴露による吸収性が高い。 
(2) ヒトで生殖器、造血器への影響がみられている。 
(3) 実験動物では、卵巣、精巣の障害のほか、骨髄、末梢神経障害がみられている。また、

胎児毒性、催奇形性が報告されている。 
(4) 化学物質管理促進法の第一種指定化学物質に指定されており、排出量の管理が必要であ

る。 

 
 平成 13 年 4 月作成

平成 14 年 3 月改訂
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